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1 . 緒　　言
2008年 3 月に告示された中学校学習指導要領1）（以下，
2008年学習指導要領とする）の中学校技術・家庭科技術
分野（以下，技術分野とする）では， 4 つの領域が必修
となり，中でも「C．生物育成に関する技術」2）は，新し
く必修化された。必修化後，初の改訂となった2017年 3
月に告示された中学校学習指導要領3）（以下，2017年学
習指導要領とする）では，技術分野および「生物育成に
関する技術」領域の目標は，それぞれ「よりよい生活の
実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に
生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う」「生
活や社会，環境との関わりを踏まえて，技術の概念を理
解すること」と明示された4）。すなわち技術分野では「持
続可能な社会の構築」に資する人材を育成するための学
習内容を検討する必要があり，その一環として「生物育
成に関する技術」領域では生活や社会，環境との関わり
を踏まえて技術の概念を理解させるよう留意した授業の
立案・実践が求められることとなった。
「持続可能な社会の構築」をテーマとした教育観点に
ESD（持続可能な開発のための教育）がある。ESDとは，
「地球に存在する人間を含めた命ある生物が，遠い未来ま
でその営みを続けていくために，これらの課題を自らの
問題として捉え，一人ひとりが自分にできることを考え，
実践していくこと（think globally, act locally）を身につけ，
課題解決につながる価値観や行動を生み出し，持続可能
な社会を創造していくことを目指す学習や活動」と明示
されている5）。ESDで教育対象とする領域の一つに「生物
多様性」がある。2014年名古屋で開催された「持続可能
な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」
では，2013年の第37回ユネスコ総会で採択された「ESD
に関するグローバル・アクション・プログラム（GAP）」6）
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　中学校技術分野「生物育成に関する技術」領域とそれに関係する「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」の内容に対する
生徒の理解・興味を向上させる授業モデルの提案を目的とし，中学校総合的な学習の時間における授業の立案・実践
を行った。授業の効果の評価は，受講生に対して，「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」をキーワードとした授業前と後
のアンケートを基に行った。その結果，以下の 2 点が明らかとなり，授業の有効性が示された。（ 1 ）「植物遺伝資源」
「雑穀」「ESD」いずれについても，授業後のアンケートで「理解できた」「興味が出た」との回答が100％を占めた。（ 2 ）
授業前には「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」が技術分野「生物育成に関する技術」領域と関係する内容であることを
75％の受講生は未認識であったが，授業後には技術分野「生物育成に関する技術」を積極的に学びたいと思うように
なったとの回答が95％を占めた。
　The purpose of this study is to propose a lesson which is effective to raise junior high school students’ 
comprehension and interest in plant genetic resources, millet, ESD and technology education.  For this purpose, we 
drafted a lesson and conducted it at the period of integrated study in a junior high school.  Based on the answers 
by the students to the questionnaires which were conducted before and after lesson as below, we concluded 
that the purpose of this study was achieved. （1） After this lesson, much number of the students answered that 
their comprehension and interest in ESD, plant genetic resources and millets were raised. （2） Accordingly, the 
students’ comprehension and interest in the technology education were also raised after this lesson.
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が世界各地へ発信された。これにより，ESD推進の方向
性や枠組みなどが示され，生物多様性とESDが関連した
取り組みとして，SDGs（持続可能な開発目標）やGAP
などを枠組みに連携を取ることが重要であると示され
た。このように「生物多様性」およびそれに包括される
「遺伝資源の多様性」という概念の重要性は増しつつあり，
現在の技術分野の教科書中にも関連した記述が見られる。
遺伝資源のうち植物に関するものを植物遺伝資源と呼
び，その一つとして雑穀がある。中島ら（2008）は，「雑
穀類がほとんど栽培されなくなり，その食文化も継承さ
れなくなった」「作物が栽培されなくなるということは，
その遺伝資源が地球上から消滅することを意味する」と
述べている7）。雑穀は，日本における栽培の歴史は縄文
時代に遡るが，現在は国内各地で生産量は減少しており，
植物遺伝資源としてその保全は喫緊の課題となっている。
このような現状も鑑み，植物遺伝資源としての雑穀につ
いて，若い世代に理解してもらい，興味を持ってもらう
ことは重要と考えられる。
しかし，植物遺伝資源に関する内容の授業の中学校で
の実施を検討する場合，障害となっている要因がある。例
えば，施設・設備の不足，教員の栽培経験不足，生徒の
栽培に対する関心・意欲の差などを原因として8）2008年学
習指導要領以前の「作物の栽培」の履修率は非常に低い
状況にあった経緯がある9）。また，教員は，自らの栽培に
ついての知識・経験不足やそれによる生物育成領域の指
導の難しさを感じていることも報告されている10）－13）。そ
のため，これまで「生物育成に関する技術」領域の授業
内容は作物の栽培など限定的なものに留まる傾向にあり，
植物遺伝資源など生物多様性に焦点を当てた応用的な内
容の授業実践研究は少ない。また，2008年および2017年
学習指導要領で規定されている技術分野の時間数の下で
は「生物育成に関する技術」領域の学習に割ける時間は
僅かとならざるを得ない現状がある。そこで我々は，「総
合的な学習の時間」を活用することで，「生物育成に関す
る技術」領域に関する授業内容を補完するとともに，「生
物育成に関する技術」領域への生徒の興味を向上させる
授業を提案したいと考えた。その目的の下，本研究では，「総
合的な学習の時間」において，植物遺伝資源としての雑
穀を教材として活用し，ESDの生物多様性と関連した内
容の授業を立案・実践し，その効果を評価することとした。 
  
2 ．研究方法
2 ‒ 1 ．授業内容
「ESD」「植物遺伝資源」「雑穀」をキーワードとして，
2 時限構成の授業を立案した（図 1 ，図 2 ）。工夫点と
して，生物多様性と植物遺伝資源を関連させるために，
受講生に身近な作物であるイネについて，野生種および
国内外の複数の栽培種の写真を見せることによって生物
多様性を考えやすくした点や，日本国内最大規模のジー
ンバンクである農研機構遺伝資源センターから国内外の
5 種類のアワの種子（国内 2 品種，国外 3 品種）を我々
が配布いただいたことを紹介してジーンバンクを身近に
感じさせた点，配布いただいたアワの品種を栽培して収
穫した穂を観察させることで，写真では伝わらない現実
感や肌触りなどを体験させるとともに同一作物内でも品
種間で形態が多様であることを実感させた点等が挙げら
れる。また，「ESD」に関連して授業の導入では，授業
を行う地域性にふれられるような構成でエネルギーに関
するトピックとしてエネルギー変換の火力発電について
も取り上げた。
2 ‒ 2 ．アンケート作成・調査方法
「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」というキーワードに
ついて，授業の前後での受講生の理解と興味がどの程度
向上したのか評価するため，授業の前と後にアンケート
を実施した（図 3 ，図 4 ）。得られたアンケート回答に
ついて度数分布表を作成し，IBM SPSS Statistics 24を
用いて，Pearsonのカイ 2 乗検定を行った。
2 ‒ 3 ．調査対象・調査時期
授業は，千葉大学教育学部附属中学校の「共生の時
間」（他中学校の「総合的な学習の時間」に相当）で「雑
穀から世界と日本を知る」ゼミを受講した 1 ～ 3 年生
20名を対象に，90分× 2 コマの授業を行った。アンケー
トへの有効回答数は，事前と事後ともに20名（100％）
であった。
3 ．結　　果
3 ‒ 1 .「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」への理解・興味
授業前アンケートでは「植物遺伝資源」と「ESD」と
いう言葉を知っている受講生は 0 名であった。一方「雑
穀」に関しては，言葉を知っていると回答した受講生が
17名（85%）おり，中には自由記述欄に「雑穀」の種類
まで記載している受講生も 6 名（30%）おり，雑穀に関
する理解がある受講生とない受講生に分かれる結果で
あった。
授業後のアンケートでは，理解については，「植物遺
伝資源」「雑穀」「ESD」いずれについても「とても理
解できた」と回答した受講生が有意に多く，それぞれ
12名（60%），15名（75%），13名（65%）であった（表
1 ）。興味については，「雑穀」について「とても興味が
でた」と回答した受講生が有意に多く，12名（60%）で
あった。また，「植物遺伝資源」「ESD」について「少し
興味が出た」と回答した受講生も有意に多く，それぞれ
16名（80%），14名（70%）であった（表 1 ）。「とても
理解できた」または「少し理解できた」と回答した人数
の合計は，「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」いずれにつ
いても20名（100%）全員であった。「とても興味がでた」
または「少し興味が出た」と回答した人数の合計も同様
に，「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」いずれについても
20名（100%）全員となった。
3 ‒ 2 ．「生物育成に関する技術」領域への興味
今回授業で扱った内容が技術分野の「生物育成に関す
る技術」領域に関連することを知っているかという質問
に対して15名（75%）が知らなかったと回答した。また，
授業後のアンケートでは，今後「生物育成に関する技術」
植物遺伝資源としての雑穀を活用した中学校での授業
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図 1．指導計画（ 1時限目）
図 2．指導計画（ 2時限目）
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図 3．アンケート用紙（授業前）
図 4．アンケート用紙（授業後）
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領域を積極的に学びたいと思ったかとの質問には，19名
（95%）の受講生が「とても思った」または「少し思った」
と回答した。
3 ‒ 3 ．雑穀のスケッチ調査
授業内での雑穀のスケッチを示す（図 5 ）。受講生 1
と 3 のように生徒間でスケッチのばらつきはあるものの，
各作物の特徴（毛や粒の大きさなど）を捉えたスケッチ
になっていた。また，スケッチが上手くいかない受講生
は生徒 2 のようにスケッチの隣や記述スペースに作物の
特徴を記載していた。
4 ．考　　察
4 ‒ 1 .「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」への理解・興味
「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」いずれのキーワー
ドについても，受講生の理解と興味は向上した（表 1 ）。
この結果には，体験活動を授業内に取り入れることで思
考や理解の基盤づくりなど様々な効果が期待されてい
る14）ため，今回の授業プランにおいて，体験を通して学
ぶことを重要なポイントとした点が有効に作用したと考
えている。例えば，雑穀についての学習では，講義だけ
でなく，アワの穂を実際に観察するという体験活動を取
り入れた。この事により，言葉や写真では伝わりにくい，
実際の大きさや色，肌触りなど形態の多様性を体験でき
たことで，雑穀に関する知識の理解やさらなる探求心を
生むことができたと考えられる。
「植物遺伝資源」の授業内容に関しては，理解度が授
業前に比べ向上し，受講生の中には「植物遺伝資源」の
保存施設である「ジーンバンク」について深い興味を持
つ者もいた。ここから，今回の授業は，生物多様性と植
物遺伝資源の関連性を学ぶことができる授業であり，持
続可能な社会の構築のために「生物育成に関する技術」
が果たす役割を考えるきっかけになるうる内容であった
と考えている。「植物遺伝資源」という単語は中学生に
は初めて耳にする馴染みのない単語であると予想された
ため，本授業では身近な作物であるイネの品種を例とし
て説明する等の工夫をした。今後は，単語をよりかみく
だいて説明する，難しい言葉にはふり仮名をふるなど，
より細かい対処をしていくよう留意することで，生徒の
理解・興味を一層向上できると考えている。
「雑穀」の授業内容に関しては，授業前アンケートで
は17名（85%）の受講生が言葉を聞いたことはあるとい
表 1．キーワード「植物遺伝資源」「雑穀」「ESD」に対する授業後の理解・興味
植物遺伝資源 雑穀 ESD
理解 少しできた 08人0（40%）＊ 05人0（25%）＊ 07人0（35%）＊
とてもできた 12人0（60%）＊ 15人0（75%）＊ 13人0（65%）＊
合計 20人（100%）＊ 20人（100%）＊ 20人（100%）＊
興味 少しでた 14人0（70%）＊ 08人0（40%）＊ 16人0（80%）＊
とてもでた 06人0（30%）＊ 12人0（60%）＊ 04人0（20%）＊
合計 20人（100%）＊ 20人（100%）＊ 20人（100%）＊
＊ 1 %水準で有意差あり
図 5．受講生によるアワの穂と粒のスケッチの一例
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う結果になり，そのうち 6 名（30%）は言葉の意味まで
理解していた。理由として，共生の授業は選択授業であ
り，昨年度開講した「ソバから日本と世界を知る」ゼミ
を受講した生徒が含まれていたためと考えられる。授
業後アンケートでは，雑穀についての受講生の理解度は，
「少し理解できた」と「とても理解できた」を合計する
と100％であった。「植物遺伝資源」についての結果と合
わせて考えると，今回の授業は，「雑穀」を「植物遺伝
資源」の一つとして認識させることができる内容・構成
であったと考えている。また，「雑穀」の種類を今回の
授業で初めて理解した受講生もおり，「雑穀」本来の意
味を理解させることができる授業であったと考えている。
「ESD」についても受講生の理解と興味は向上した。
この結果は，授業の導入で地域の産業と環境問題につい
て紹介する等受講生に身近なものを題材とするよう留意
したことで，ESDという概念を具体的にイメージしやす
くなったためと考えている。
ここから，授業前に「ESD」や「植物遺伝資源」の言
葉を知らなかった受講生が，授業後には「理解できた」「興
味がでた」などのポジティブな回答をして興味・関心を
持っている点などから，今回の授業は有効であったと考
えている。
4 ‒ 2 ．「生物育成に関する技術」領域への興味
授業後のアンケートで，今後「生物育成に関する技術」
領域を積極的に学びたいと思ったかとの質問には，19名
（95%）の受講生が「とても思った」または「少し思った」
と回答しており，本授業は技術分野の特に「生物に関す
る技術」領域への興味を向上させるのに有効であったと
言える。その原因として，ESDに関する話題で生物多様
性について知り，その保全や活用に関する取り組みとし
て植物遺伝資源について学習し，さらに植物遺伝資源の
一つである雑穀を実際に観察するという体験させるとい
う授業内容・構成が有効であったと考えている。この結
果から，中学校ではまず 1 学年のうちに今回のような内
容の授業を総合的な学習の時間等を活用して実施するこ
とで生徒に生物育成領域への興味を持たせ，その上で 2
学年または 3 学年で生物育成領域を開講することが有効
と考えている。
4 ‒ 3 ．今後の課題
より有効な授業にするための改善策として次のことが
考えられる。今回，雑穀を教材として扱い，観察するこ
としかできなかった。ただ，生徒の中には，雑穀をどう
食べるのか，昔の人はどう食べていたのかなど新たな疑
問を持つ生徒もいた。中須らによると15），家庭科との関
連授業で実際に食べてみることで味などを知ることがで
き，授業内容に関連性を持たせられるため，生徒の意識
を高めることもできると述べている。ここから，観察し
た後にその作物の調理を行い，食べる授業プランをする
ことで，雑穀についての興味が向上すると考えている。
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